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は　じ　め　に

キクには 90種の害虫が知られている（日本応用動物
昆虫学会，2006）が，奈良県ではこのうちタバコガ類，
ミカンキイロアザミウマ等のアザミウマ類，ワタアブラ
ムシ，ナミハダニ黄緑型が大きな問題となっている。こ
れまでは，これらの害虫に対する防除として定期的な殺
虫剤，殺ダニ剤の散布が行われてきた。しかし，近年，
タバコガ類については圃場を 4 mm目合いのネットで被
覆する物理的防除法が現地に普及しつつある。ただ，ア
ザミウマ類やワタアブラムシ，ナミハダニ黄緑型等の微
小害虫については依然として薬剤散布による防除が中心
で，いずれの害虫も薬剤抵抗性が発達しており，化学的
防除を継続していくことが困難になると予想される。こ
のため，持続可能な微小害虫の防除法の確立が必要である。
このような中，タバコガ類防除にネット被覆を導入し
たキク圃場で，土着のカブリダニ類がナミハダニ黄緑型
の密度を抑制する事例が報告された（国本ら，2009）。
また，薬剤散布が行われない収穫後のキク圃場でナミハ
ダニ黄緑型が発生している場合に，カブリダニ類が観察
されている（国本ら，2013 b）。これらの事例は，薬剤
散布回数や薬剤の種類，散布間隔等を工夫すれば，土着
のカブリダニ類によりキクに発生するナミハダニ黄緑型
を防除できる可能性を示唆するものと言える。
そこで，奈良県生駒郡平群町のキク栽培地域におい

て，土着カブリダニ類の発生源とカブリダニ類に対する
薬剤の影響を調べた。さらに，実際のキク栽培での薬剤
散布状況と土着カブリダニ類の発生について調査したの
で報告する。なお，調査の詳細は国本ら（2012 ; 2013 a ; 

2013 b）を参照されたい。
本文に先立ち，カブリダニ類を同定いただいた京都大
学大学院の天野　洋博士，農研機構　北海道農業研究セ

ンターの豊島真吾博士，快く調査圃場を提供いただいた
西和花卉部会のみなさんに厚く御礼申し上げる。

I　キク圃場周辺の発生源と発生種

調査はたたき落とし法（江原・真梶，1975），ファイ
トトラップによる捕獲（小池ら，2000），インゲントラ
ップ（国本，2005）の 3方法で行った。たたき落とし法
とファイトトラップによる調査は 2009～ 10年に，イン
ゲントラップによる調査は 2007～ 10年に，約 2週間お
きに実施した。
たたき落とし法では 2009年には 8科 9種，2010年に

4科 5種の植物からカブリダニ類が採集された（表―1）。
多くのカブリダニ類が採集された植物はクズ，スギナ，
ツユクサ，ヤブニラミであった。採集されたカブリダニ
類は 2009年が 8種，2010年が 6種で，ミチノクカブリ
ダニ，ニセラーゴカブリダニ，ケナガカブリダニが多く
採集された。
ファイトトラップではキク圃場周辺に植栽されたサク

ラ，モモ，アジサイ等の花木類やクズからカブリダニ類
が採集された（表―2）。採集された種はニセラーゴカブ
リダニ，ケナガカブリダニであった。
キク圃場周辺に設置したインゲントラップからはカブ

リダニ類に加えハダニタマバエ等が採集され，カブリダ
ニ類が 77.5％と優占した（図―1）。カブリダニ類の種は
いずれの採集地，調査年ともにケナガカブリダニが優占
種であった（図―2）。このように，キク圃場周辺の草本，
木本植物には複数種のカブリダニ類が生息していること
が明らかになった。特にクズは，これまでにもカブリダ
ニ類の生息植物として知られており（GOTO et al., 2007），
キク圃場周辺の法面に大量にあり，発生源の一つと考え
られる（図―3）。また，インゲントラップから採集され
たカブリダニ類の多くがケナガカブリダニであったこと
から，本種がキクでのナミハダニ黄緑型防除に有望と考
えられた。ケナガカブリダニは優れたハダニ類の土着天
敵として知られており（江原・天野，2009），キク栽培
でも活用が期待できる。ただ，全国的には従来のケナガ
カブリダニの分布域がミヤコカブリダニに置き換わって
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表－1　キク圃場周辺でのたたき落とし法によるカブリダニ捕獲状況（6～ 10月）

調査年 確認した植物
カブリダニ種＊

コヤマ ヘヤ マクワ ケナガ ミチノク ニセラーゴ コウズケ サイタマ ケブト フツウ
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クズ・ススキ
サツマイモ
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0 0 0 ♀ 2♂ 1 ♀ 3 ♀ 6♂ 1 ♀ 1 0 ♀ 1 ♀ 1

♀：雌成虫，♂：雄成虫．
＊：コヤマ：コヤマカブリダニ，ヘヤ：ヘヤカブリダニ，マクワ：マクワカブリダニ，ケナガ：ケナガカブリダニ，ミチノク：
ミチノクカブリダニ，ニセラーゴ：ニセラーゴカブリダニ，コウズケ：コウズケカブリダニ，サイタマ：サイタマカブリダニ，ケ
ブト：ケブトカブリダニ，フツウ：フツウカブリダニ．

表－2　キク圃場周辺に設置したファイトトラップによるカブリダニ捕獲状況（6～ 10月）

調査年 設置植物
カブリダニ種＊

ヘヤ マクワ ケナガ ニセラーゴ ニセトウヨウ ケブト フツウ

2009年
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計  ♀ 1 ♀ 3 ♀ 5♂ 1 ♀ 8 0 0 0
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計  0 ♀ 1 ♀ 6♂ 4N8 ♀ 9N1 ♀ 1 ♀ 4 ♀ 2

♀：雌成虫，♂：雄成虫，N：若虫．
＊：ヘヤ：ヘヤカブリダニ，マクワ：マクワカブリダニ，ケナガ：ケナガカブリダニ，ニセラーゴ：

ニセラーゴカブリダニ，ニセトウヨウ：ニセトウヨウカブリダニ，ケブト：ケブトカブリダニ，フツ
ウ：フツウカブリダニ．
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図－1　 キク圃場周辺に設置したインゲントラップに捕獲されたハダニ
類の土着天敵（2007，平群町）
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図－2　 キク圃場周辺に設置したインゲントラップに捕獲されたカブリダニ類
（2008～ 10，平群町）
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いる報告があり（AMANO, 2001），利用の検討にあたって
は事前に発生する種を調べておくことが必要と考えられる。

II　薬剤の影響評価

第 I章の調査で優占したケナガカブリダニについて，
キク栽培でよく使用される薬剤の影響を評価した。試験
に供したケナガカブリダニは，2009年 6月に平群町の
キク圃場周辺に設置したインゲントラップから採集し，
農業研究開発総合センター内の飼育室でインゲン上のナ
ミハダニ黄緑型を餌として累代飼育した個体である。供
試薬剤は平群町のキク生産者 6名の生産履歴記帳から使
用頻度の高い殺虫剤，殺ダニ剤，殺菌剤等 22種類を選
び，キクでの常用濃度での補正死亡率を求めた。
その結果，アセフェート水和剤，プロチオホス乳剤や

フィプロニル水和剤，トルフェンピラド乳剤で雌成虫の
補正死亡率が100％となった。また，スピノサド水和剤，
ミルベメクチン乳剤，エマメクチン安息香酸塩乳剤，イ
ミダクロプリド水和剤でも 80％以上の補正死亡率とな
った（表―3）。同様に，卵に対してもプロチオホス乳剤

図－3　代表的なキク圃場の法面とインゲントラップ（中央）

表－3　キク圃場から採集されたケナガカブリダニに対する薬剤の影響

供試薬剤 希釈倍率
雌成虫 卵

供試数 補正死亡率（％） 供試数 補正死亡率（％）

有機リン系殺虫剤
アセフェート水和剤
プロチオホス乳剤

ネオニコチノイド系殺虫剤
イミダクロプリド水和剤
アセタミプリド水溶剤
ニテンピラム水溶剤
チアメトキサム水溶剤
ジノテフラン水溶剤

IGR系殺虫剤
ルフェヌロン乳剤
クロルフルアズロン乳剤

その他殺虫剤・殺ダニ剤
フィプロニル水和剤
スピノサド水和剤
クロルフェナピル水和剤
トルフェンピラド乳剤
ピリダリル水和剤
エマメクチン安息香酸塩乳剤
ミルベメクチン乳剤
ビフェナゼート水和剤
シフルメトフェン水和剤

殺菌剤
アゾキシストロビン水和剤
銅水和剤
TPN水和剤
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1,000
1,000

 
2,000
2,000
1,000
1,000
2,000

 
1,000
2,000

 
2,000
3,000
2,000
1,000
1,000
2,000
1,000
1,000
1,000

 
2,000
   500
1,000

 
   500

 
60
61
 
60
62
60
61
61
 
61
61
 
60
60
61
61
61
60
61
68
68
 
61
67
60
 
62

 
100.0
100.0

 
  81.1
  73.1
  66.2
  46.1
  63.2

 
    5.3
  17.8

 
100.0
  97.8
  20.8
100.0
    0.0
  87.8
  94.6
    4.2
  18.0

 
  11.6
  46.4
    7.8

 
    3.3

 
118
131

 
134
125
122
136
120

 
126
136

 
127
126
130
111
133
135
133
132
136

 
110
133
133

 
130

 
  84.8
100.0

 
  62.1
  60.2
  48.9
    5.1
  50.7

 
    8.5
    2.0

 
  92.5
  84.9
  37.3
  98.1
  16.8
  53.8
  74.6
  51.1
  16.8

 
  26.0
  28.4
  10.2

 
  13.0

無処理 ― 60   11.7 129     5.4



植　物　防　疫　　第 68巻　第 6号　（2014年）

― 46 ―

345

が補正死亡率 100％，トルフェンピラド乳剤，フィプロ
ニル水和剤で 90％以上，スピノサド水和剤，アセフェ
ート水和剤が 85％であった。これらの薬剤はキク栽培
では主にアザミウマ類，アブラムシ類防除に使用されて
いる殺虫剤である。一方，ピリダリル水和剤やルフェヌ
ロン乳剤，グリホサートカリウム塩溶剤は，雌成虫，卵
に対する影響が小さかった。
次に，雌成虫に影響が大きかった薬剤のうち，アセフ
ェート水和剤，アセタミプリド水和剤，スピノサド水和
剤，フィプロニル水和剤を選び，それぞれインゲン苗に
常用濃度で散布した。散布後 1週間が経過したインゲン
苗にナミハダニ黄緑型を接種した。そこにケナガカブリ
ダニを放飼し，ナミハダニ黄緑型が寄生するインゲン葉
にケナガカブリダニが定着するかどうかを調べた。その
結果，アセタミプリド水和剤やスピノサド水和剤では 2

割程度のケナガカブリダニが定着したが，フィプロニル
水和剤では散布 1週間後でもケナガカブリダニは全く定
着しなかった（表―4）。

III　キク圃場での発生状況

では，実際のキク栽培圃場でカブリダニ類は活動して
いるのだろうか。2008～ 10年まで，計 12名の生産者
の協力を得て，各生産者が管理するキク圃場で約 2週間
おきにキク 400葉に寄生するナミハダニ黄緑型雌成虫数
およびカブリダニ数を計数した。また，各生産者から使
用した薬剤を聞き取った。
代表的な5圃場の結果を図―4に示した。まず，2008年，

2010年の久安寺や 2008年の 7団地，2009年の 6団地で
は，高頻度に殺ダニ剤や殺虫剤が散布され，ナミハダニ
黄緑型の発生量も非常に少なく，カブリダニ類も発生し
なかった。2008年の 6団地や 2009年のモデルでは殺虫
剤，殺ダニ剤の散布回数は少ないがナミハダニ黄緑型の
発生も少なく，これらの圃場でもカブリダニ類は発生し
なかった。このように，餌となるハダニ類の発生が少な
い場合には，カブリダニ類の発生は確認できない。一方，
2010年の三里や 2009年の 7団地では，薬剤散布は高頻

度ながらナミハダニ黄緑型は多く発生した。この場合で
もカブリダニ類は発生しなかった。2009年の 7団地は，
調査圃場がネット被覆施設で，地上から約 60 cmまで
衝立状にビニルが設置されたため，これがカブリダニ類
の移入の障害になったと考えられた。2010年の三里に
ついては後述する。
これらに対し，カブリダニ類がキク圃場で発生したの
は，2008年，2009年の三里，2009年の久安寺，2010年
のモデルである。2010年のモデルでは殺ダニ剤が 2回
散布された後，ナミハダニ黄緑型の増加を追いかけるよ
うにカブリダニ類も増加し，ナミハダニ黄緑型の密度は
低下した。2008年，2009年の三里ではナミハダニ黄緑
型の発生までは殺ダニ剤は散布されておらず，ナミハダ
ニ黄緑型の増加と同時かやや遅れてカブリダニ類が増加
し，ナミハダニ黄緑型の密度が低下している。これら三
つの事例はカブリダニ類がナミハダニ黄緑型の密度を抑
制したものと考えられる。これらの圃場での薬剤散布履
歴を見ると，2010年のモデルでは 6月下旬にミルベメ
クチン乳剤，トルフェンピラド乳剤が散布されていた。
そして，カブリダニ類が発生する約 1か月前の 7月下旬
にジノテフラン水和剤，スピノサド水和剤，ミルベメク
チン乳剤が散布されている。ミルベメクチン乳剤やスピ
ノサド水和剤はカブリダニ類への直接の影響は大きい
が，影響期間が比較的短いため，カブリダニ類のキク圃
場への移入に対する影響は小さかったと考えられる。三
里では 2008年，2009年のカブリダニ類の発生前にはク
ロルフルアズロン乳剤，ジノテフラン水溶剤，スピノサ
ド水和剤が散布されていた。クロルフルアズロン乳剤は
ケナガカブリダニ雌成虫，卵への影響は小さく，ジノテ
フラン水溶剤では，雌成虫の補正死亡率が 63.2％，卵の
補正死亡率が 50.7％と中程度の影響と言える。スピノサ
ド水和剤は雌成虫，卵への直接の影響は大きいが，影響
期間はそれほど長くない。このため，これらの薬剤散布
のカブリダニ類の圃場移入への影響は小さかったと言える。
一方，2009年の久安寺では高頻度で殺ダニ剤が散布

されていたがナミハダニ黄緑型が増加した。カブリダニ
類も発生したが，殺ダニ剤も散布されており，ナミハダ
ニ黄緑型の密度は低下したが，これがいずれの効果によ
るのかは判然としなかった。
では，2008年，2009年と 2年連続してカブリダニ類
によりナミハダニ黄緑型密度が抑制された三里で
2010年にカブリダニ類が発生しなかったのはなぜだろ
うか。2010年の三里ではフィプロニル水和剤，プロチ
オホス乳剤の使用回数が多かった。フィプロニル水和剤
は上述した影響期間の評価でも 1週間以上の影響が確認

表－4　 散布 1週間後のインゲン葉上に定着したケナガカブリダ
ニ数

供試薬剤 希釈倍率 放飼数 定着数 定着率（％）

アセフェート水和剤
アセタミプリド水和剤
スピノサド水和剤
フィプロニル水和剤
対照（水道水）

1,000
2,000
3,000
2,000
―

  60
  60
  60
  60
100

  6
15
13
  0
64

10.0
25.0
21.7
  0.0
64.0
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されている。また，有機リン剤の多くはミヤコカブリダ
ニやチリカブリダニに対する影響期間が長く（日本バイ
オロジカルコントロール協議会，2012），プロチオホス
乳剤も長期間影響する可能性が高い。このようにカブリ
ダニ類に影響が大きく，長期間影響する薬剤が用いられ

たため，カブリダニ類がキク圃場内に移入しなかったと
考えられる。

お　わ　り　に

現在，導入天敵の利用が盛んなイチゴやナス，ピーマ
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7団地

久安寺

三里

ナ
ミ
ハ
ダ
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雌
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400
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図－4　 キク圃場でのナミハダニ黄緑型とカブリダニ類の発生消長（2008～ 10）
―○―：ナミハダニ黄緑型，―●―：カブリダニ類．
白矢印は殺虫剤散布，黒矢印は殺ダニ剤散布．



植　物　防　疫　　第 68巻　第 6号　（2014年）

― 48 ―

347

表
－5
　
各
調
査
圃
場
で
の
薬
剤
散
布
履
歴
（

20
08
）

調
査
圃
場

散
布
日

殺
虫
剤
・
殺
ダ
ニ
剤

殺
菌
剤

三
里

  6
月

30
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

B
t水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  7
月

17
日

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

　
　

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  8
月

11
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

　
　

  9
月

12
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ニ
テ
ン
ピ
ラ
ム
水
溶
剤

　
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

10
月

   
9
日

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

　
　

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

10
月

24
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

イ
ン
ド
キ
サ
カ
ル
ブ

M
P
水
和
剤

　
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

久
安
寺

  6
月

25
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ピ
メ
ト
ロ
ジ
ン
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  7
月

13
日

フ
ル
フ
ェ
ノ
ク
ス
ロ
ン
乳
剤

ビ
フ
ェ
ナ
ゼ
ー
ト
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ト
リ
フ
ミ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

  8
月

   
1
日

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

ア
セ
フ
ェ
ー
ト
水
和
剤

エ
ト
キ
サ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

　

  8
月

13
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

　
　

10
月

   
3
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ピ
メ
ト
ロ
ジ
ン
水
和
剤

　
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

7
団
地

  5
月

27
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

　
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  6
月

14
日

ピ
メ
ト
ロ
ジ
ン
水
和
剤

ル
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
乳
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  7
月

   
1
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  7
月

17
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  8
月

   
1
日

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

ア
セ
フ
ェ
ー
ト
水
和
剤

エ
ト
キ
サ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

　

  8
月

13
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

　
　

  8
月

22
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

　
　

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

6
団
地

  6
月

27
日

イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  7
月

11
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

ベ
ノ
ミ
ル
水
和
剤

エ
ト
キ
サ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

　
　

　

10
月

   
5
日

ピ
メ
ト
ロ
ジ
ン
水
和
剤

ル
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
乳
剤

　
　



奈良県での露地ギク圃場周辺の土着カブリダニ類とキク圃場での発生について

― 49 ―

348
表

－6
　
各
調
査
圃
場
で
の
薬
剤
散
布
履
歴
（

20
09
年
）

調
査
圃
場

散
布
日

殺
虫
剤
・
殺
ダ
ニ
剤

殺
菌
剤

三
里

  7
月

10
日

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

　
　

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  7
月

21
日

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  8
月

21
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

　
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  9
月

22
日

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤

ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
水
和
剤

テ
ト
ラ
ジ
ホ
ン
乳
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

10
月

   
9
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

イ
ン
ド
キ
サ
カ
ル
ブ

M
P
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

10
月

16
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ク
ロ
チ
ア
ニ
ジ
ン
水
溶
剤

D
D

V
P
乳
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

10
月

29
日

ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
水
和
剤

D
D

V
P
乳
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

久
安
寺

  7
月
初

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ニ
テ
ン
ピ
ラ
ム
水
溶
剤

ア
セ
キ
ノ
シ
ル
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  7
月
末

ニ
テ
ン
ピ
ラ
ム
水
溶
剤

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

ア
セ
キ
ノ
シ
ル
水
和
剤

　

  8
月

13
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ピ
メ
ト
ロ
ジ
ン
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  9
月

   
1
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

シ
フ
ル
メ
ト
フ
ェ
ン
水
和
剤

ト
リ
フ
ミ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

  9
月

10
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

　
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  9
月

18
日

ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
水
溶
剤

　
　

　

  9
月

26
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

10
月

15
日

　
　

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

プ
ロ
ピ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤

7
団
地

  5
月
末

ト
ル
フ
ェ
ン
ピ
ラ
ド
乳
剤

　
　

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  6
月

24
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

　
　

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

プ
ロ
ピ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤

  7
月

   
9
日

ニ
テ
ン
ピ
ラ
ム
水
溶
剤

ア
セ
キ
ノ
シ
ル
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  7
月

19
日

シ
フ
ル
メ
ト
フ
ェ
ン
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

プ
ロ
ピ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤

  7
月

23
日

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

　
　

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  8
月

13
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ピ
メ
ト
ロ
ジ
ン
水
和
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  8
月

28
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

シ
エ
ノ
ピ
ラ
フ
ェ
ン
水
和
剤

　
ト
リ
フ
ミ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

  9
月

   
4
日

フ
ィ
プ
ロ
ニ
ル
水
和
剤

ミ
ル
ベ
メ
ク
チ
ン
乳
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

プ
ロ
ピ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
乳
剤

6
団
地

  6
月

   
4
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
水
溶
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  6
月

19
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

ビ
フ
ェ
ナ
ゼ
ー
ト
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ト
リ
フ
ミ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

  6
月

25
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
水
溶
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤
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ン等の施設栽培はもとより，露地ナス栽培などでも土着
天敵を活用した害虫防除体系が提案されるようになって
いる（大野ら，1995；井村ら，2012）。また，果樹や茶
栽培でも土着天敵の活用を目指した研究が進められてい
る（岸本，2010；富所・磯部，2010など）。これらに対し，
花き類生産では外観が重視されるため，依然として化学
的防除主体の害虫防除体系であり，土着天敵の利用には
至っていない。
今回の調査では，わずか 3事例であるが，実際のキク

栽培圃場で土着カブリダニ類によりナミハダニ黄緑型の
密度が抑制されていた。客観的には，数多くの病害虫の
うちのナミハダニ黄緑型に対して土着カブリダニ類での
防除の可能性が示されたにすぎない。しかし，既に確立
した簡易ネット被覆と併用すれば，タバコガ類の物理的
防除と土着天敵による生物的防除を組合せることができ
る。さらに，国本（2009）は，遺伝的に飛翔能力を欠く
ナミテントウによるネット被覆下のキクでワタアブラム
シの密度抑制が可能であることを報告している。このよ
うな導入天敵や，ネット被覆，土着天敵そして選択性の
高い殺虫剤等を組合せることで露地ギク栽培における
IPMの実践も一歩ずつ前進していくと考えられる。
今回の調査でも示されたように，今後一層重要性が増
すのは選択性の殺虫剤の利用であろう。特にスピノサド
水和剤のように，直接の影響は大きくとも，影響期間が
短い剤ならば土着天敵類との併用は可能と考えられる。
より多くの薬剤を対象に現場圃場に近い条件での影響期
間を精査する必要がある。同時に，限られた種類の選択
性殺虫剤に使用が集中すると，アザミウマ類のそれらの
殺虫剤に対する感受性低下を招く可能性が高い。生物的
防除を軸とした現在の IPM体系の多くは選択性殺虫剤
に頼っており，これらが使えなくなると IPM体系その
ものが成立しなくなる可能性がある。このような面から
も IPM体系の構築と薬剤抵抗性管理は併行して進めな
ければならない課題といえる。
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調
査
圃
場

散
布
日

殺
虫
剤
・
殺
ダ
ニ
剤

殺
菌
剤

6
団
地

  7
月

10
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

シ
フ
ル
メ
ト
フ
ェ
ン
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  7
月

17
日

ル
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
乳
剤

ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
水
溶
剤

　
　

  7
月

24
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

　
T

PN
水
和
剤

  8
月

14
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド
水
溶
剤

ビ
フ
ェ
ナ
ゼ
ー
ト
水
和
剤

T
PN
水
和
剤

  8
月

20
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

　
T

PN
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  9
月

   
4
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
溶
剤

ビ
フ
ェ
ナ
ゼ
ー
ト
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ト
リ
フ
ミ
ゾ
ー
ル
水
和
剤

モ
デ
ル

  6
月

   
6
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

　
マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  6
月

26
日

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
溶
剤

　
　

  8
月
下

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
水
和
剤

　

表
－6
　
つ
づ
き
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表
－7
　
各
調
査
圃
場
で
の
薬
剤
散
布
履
歴
（

20
10
）

調
査
圃
場

散
布
日

殺
虫
剤
・
殺
ダ
ニ
剤

殺
菌
剤

三
里

  7
月

   
1
日

D
D

V
P
乳
剤

フ
ィ
プ
ロ
ニ
ル
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  7
月

18
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
和
剤

フ
ル
ベ
ン
ジ
ア
ミ
ド
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

  8
月

   
1
日

エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤

テ
ト
ラ
ジ
ホ
ン
乳
剤

プ
ロ
チ
オ
ホ
ス
乳
剤

  8
月

19
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
和
剤

ク
ロ
ル
フ
ル
ア
ズ
ロ
ン
乳
剤
ミ
ル
ベ
メ
ク
チ
ン
乳
剤

フ
ィ
プ
ロ
ニ
ル
水
和
剤

  8
月

28
日

イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
水
和
剤

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

テ
ト
ラ
ジ
ホ
ン
乳
剤

  9
月

   
9
日

ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
水
和
剤

ミ
ル
ベ
メ
ク
チ
ン
乳
剤

  9
月

21
日

テ
ト
ラ
ジ
ホ
ン
乳
剤

プ
ロ
チ
オ
ホ
ス
乳
剤

フ
ル
ベ
ン
ジ
ア
ミ
ド
水
和
剤

10
月

   
5
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
和
剤

ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

10
月

28
日

イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
水
和
剤

プ
ロ
チ
オ
ホ
ス
乳
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

久
安
寺

  7
月

15
日

ミ
ル
ベ
メ
ク
チ
ン
乳
剤

D
B

E
D

C
乳
剤

  7
月

27
日

シ
フ
ル
メ
ト
フ
ェ
ン
水
和
剤

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

  8
月

13
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
和
剤

ビ
フ
ェ
ナ
ゼ
ー
ト
水
和
剤

ル
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
乳
剤

  8
月

28
日

シ
フ
ル
メ
ト
フ
ェ
ン
水
和
剤

ピ
リ
ダ
リ
ル
水
和
剤

  9
月

23
日

チ
ア
メ
ト
キ
サ
ム
水
和
剤

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤

ビ
フ
ェ
ナ
ゼ
ー
ト
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

11
月

   
2
日

ア
セ
フ
ェ
ー
ト
水
和
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

モ
デ
ル

  6
月

20
日

ミ
ル
ベ
メ
ク
チ
ン
乳
剤

ト
ル
フ
ェ
ン
ピ
ラ
ド
乳
剤

マ
ン
ゼ
ブ
水
和
剤

ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン
水
和
剤

  7
月

28
日

ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
水
和
剤

ミ
ル
ベ
メ
ク
チ
ン
乳
剤

ス
ピ
ノ
サ
ド
水
和
剤


